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訂 正

表紙の研究会の構成員に、吉留久晴 を加える。

本文163頁の14.おわりに の文章を下記のように訂正下さい。

本報告書の作成には、工業教育内容調査研究会の構成員が分担して行った。 1～ 3を長谷川、4を

吉留 。長谷川、5を門田。長谷川、6を丸山。三日、7・ 11を三日、8を野澤・内田、9を長谷川、

10を橋川、 12を佐藤、 13・ 14を長谷川が主に分担し、全体の調整を長谷川が行った。構成員

の所属 0006年 3月 現在)を以下に記す。

門田和雄

橋川隆夫

三田純義

内田青蔵

東京工業大学附属科学技術高等学校

前東京工業大学工学部附属工業高等学校

小山工業高等専門学校

文化女子大学

野澤徹 :前鹿児島大学教育学部技術教育専修

佐藤史人 :和歌山大学教育学部

丸山岡1史 :芝浦工業大学工学部

吉留久晴 :鹿児島国際大学国際文化学部

長谷川雅康 :鹿児島大学教育学部
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